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帳票保管クラウドサービス「SVF Archiver」の AI機能強化に関するお知らせ 

 

ウイングアーク１ｓｔ株式会社は、デジタル帳票基盤「SVF」の帳票保管機能である「SVF Archiver」

クラウド版において、AIエージェントから文書検索等を可能にする MCP（注）への対応を 2026 年 6

月 20日より開始します。 

 

本対応により、利用者は各種 AI ツールから自然言語で指示を行うことで、保管された帳票・文書・

契約書の保存、全文検索、複合検索に加え、文書情報の取得・更新、フォルダの移動、文書の削除等

の操作が可能となります。 

 

なお、デジタル帳票基盤「SVF Cloud」においても、AIエージェントと連携できる MCP対応β版を

本日より提供します。当社は主要製品全てに生成 AIを適応する方針を掲げており、デジタル帳票基

盤「SVF」ブランドをはじめ今後も生成 AI対応の開発を推進し提供してまいります。 

 

（注） Model Context Protocol：AI と社内データや外部データ、ツールを標準化された規格で安

全で簡単に接続する共通規格（プロトコル）。従来、AIサービスと業務システムの接続先ご

とに必要だった個別開発を不要となる。「誰が、どの AIに接続するか」などのセキュリティ

とガバナンスの統制を実現。 

 

記 

 

１．対応の背景 

生成 AI の普及に伴い、企業内に蓄積された文書や帳票を AI と共存する形で運用し、その効果を

組織全体に還元したい、というニーズが高まっています。一方で、多くの企業では必要な文書を検

索・確認する作業が依然として人手に依存しています。「SVF Archiver」の MCP対応により、利用者

は各種AIツールから自然言語で指示し、保管された帳票や文書を検索・参照できるようになります。 

 



２．「SVF Archiver」MCP対応 

項目 内容 

検知・チェック 入力漏れを防ぐプロパティの自動チェック 

取引金額・取引先・取引日など、電帳法に必要な項目の入力漏れを自動検

出。対話形式で一覧化し、税務調査・監査にもスムーズに対応できます。 

連携・自動入力 他システムのデータをプロパティへ自動転記 

取引先マスタや登録番号など、社内の別システムで管理している情報を

プロパティへ自動転記。二重入力の手間をなくし、情報活用の精度を高め

ます。 

整理・移動※ 散在する書類を自然言語で一括整理 

キーワードを伝えるだけで、フォルダをまたいで書類を横断検索。見つか

った書類を正しいフォルダへ移動し、書類管理の負荷を軽減します。 

 

なお、本件リリースにつきましては、以下の URLをご参照下さい。 

https://corp.wingarc.com//public/202606/news2989.html 

 

 

＜製品・サービスに関するお問い合わせ先＞ 

お問い合わせフォーム：https://www.wingarc.com/contact/ 

 

＜IRに関するお問い合わせ先＞ 

CFO 室 IR担当 

E-mail：wingarc1st_ir@wingarc.com 
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